
(添付書類 1)       イ ベ ン ト等 事 業 実 績 報 告 書

団体名
忠臣蔵交流楽碁会

活 動 名
忠臣蔵交流囲碁大会及び

こども囲碁教室の開催

1 事業の実施内容

① 実施場所 (地域) ② 実施期間  (開催準備期間を含む)

忠臣蔵交流囲碁大会

予選大会 赤穂市文化会館 月ヽホール、学習室

決勝大会 赤穂市文化会館 学習室

忠臣蔵交流囲碁大会

平成 27年 5月 1日 より準備に着手

囲碁大会 平成 27年 12月 6日 開催

こども囲碁教室

入門クラス 赤穂市中央公民館

初級クラス    同上

こども囲碁教室

自 平成 27年 6月21日

至 平成 28年 2月 7日

③ 実施体制

忠臣蔵交流囲碁大会 実行委員 25名 、他 15名 (傘踊 り、ボランティア)

こども囲碁教室 講師 9名

④ 事業実績

1)忠臣蔵交流囲碁大会

平成 27年 6月 、赤穂市、上郡町、備前市より大会実行委員 25名 を選出し、大会実行推進体制と役割分担

を決め準備活動を開始した。

12月 6日 の大会参加者はAク ラス(5段以上)35名、Bク ラス(2段～4段)63名 、Cク ラス(初段,1級～4級)64

名、Dク ラス(5級以下)25名  合計 187名 であつた。

当大会の開催は N・lIKの 日曜囲碁番組で紹介され知名度も上がり、西は長崎県/東は千葉県からの参加

あるなど参加者の地域的広がりが見られ、今後観光を兼ねた参カロ者の増加を期待したい。年齢的にも上は

90歳、下は幼稚園児まで老若男女が終日囲碁対局を楽しんだ。こどもの参加は 24名、うち有段者 4名

があり今後の活躍が楽しみである。

また後援していただいている関西棋院より審判としてプロ棋± 2名 が参加、対局が終了した人に対して

無料で指導碁を打つていただき、大変好評であつた。

大会開催状況については、(添付書類 3-1)第 六回忠臣蔵交流囲碁大会開催状況 参照。

ホームページ ht艶〃www015.upp.so‐ net,ne.ip/ako‐rakugokai/noliおseki.html lこ も掲載中

2)こ ども囲碁教室 (次世代のこどもとシルバー世代へ囲碁入門講座開催)

①こども教室受講生募集活動

昨年度受講者に継続受講案内ハガキ発送、ガ 年度新規生徒募集広告を4月 に赤穂民報に掲載

②こども教室受講申込生徒数 2マ1名

(内訳 入門クラス 10名 、初級クラス 11名 、内シルバーの方の参加は8名 )

③こども教室囲碁講座

平成 21年 6月 21日 ～平成 28年 2月 ■日の間 毎週日曜日10時～11時 30分 合計 30回開催

入門クラス、初級クラスとも赤穂市中央公民館にて開催

・入門クラスは 囲碁の基本ルールの理解 した後、9路、19路盤での実戦対局で指導

・初級クラスは 囲碁の基本手筋、定石、布石についての講座と実戦対局指導をした。

④土曜夜店 「親子ふれあい囲碁あそび」

次世代のこどもに囲碁の面白さをPRするために、花岳寺通り商店街の土曜夜店に参カロし、夕方 6時より楽

碁会囲碁サロンを開放し、囲碁を知らない子に、碁石を使ったゲームで楽しんでもらった。



2 事業実施の成果

事業実施の成果

日本の伝統文化である囲碁を通じて地域間交流、世代間交流を活発にし、人口減少が進む東備西播地区の

活性化を図るために、近隣の 2市 1町 (赤穂市、備前市、上郡町)が 中心となつて、他地域にも呼掛け活力

ある地域作 りに、貢献することを目標 として活動 してきた。

1)忠臣蔵交流囲碁大会  (添付書類 3-1)参 照

。大会開催も六回を重ね、その名も定着 し京阪神地区からの参加者も増えてきている。

・忠臣蔵交流囲碁大会が、NHK日 曜囲碁番組 (囲碁フォーカス)で紹介 され、全国の囲碁愛好家から

問合せの電話が寄せられた。その影響 もあリインターネットホームページからの参加申込が増え

参加者の輪が広がってきた。

。大会開催に当たつては 40社を超える地元企業、商店、旅館、漁業組合から協賛頂き、参加賞、入賞

賞品、他に利用させて頂いた。

なお協賛頂いた会社名は、インターネ ットのホームベージに掲示するととt)に、賞品の目録を作成 し

賞品と一緒に参加者に手渡し協賛会社の宣伝をさせて頂いた。 (添付書類 3-3)
また当日審判長として参加いただいた、関西棋院のプロ棋士から「私の知る限り、日本一のアマチュ

ア囲碁大会。もつと大きく育ててほしい (赤穂民報の記事より)」  と激励された。

2)こ ども&シルバー囲碁教室  (添付書類 3-2)参 照

・27年度のこども囲碁教室参カロ者は 21名。毎週 日曜日延べ 30回開催 した。

囲碁大会には、近隣の町 (上部、相生、たつの、加古り||、 豊中)の こども囲碁指導者に連絡をとり

に参加を呼び掛けた。 (こ どもの参加 24名 の内近隣地区からの参加は 18名 )

「右脳」は 3～ 13才の間に、80%の発達を終えると言われているが、その時期に当たる幼稚園、

小学生に囲碁を教え、こどもの脳の発達と感性を豊かにする事は非常に意義のある事である。

・シルバー囲碁教室

こども教室に父兄とシルバー世代の方にも参加 してもらっているが、 医学的にも囲碁は右脳を

刺激 し、判断力を高めス トレス解消に効果があることは既に認められてお り、認知症予防・脳卒中の

リハビリなどでも注目されています。

・囲碁は子供から年寄 りまで、誰でも生涯楽 しめるゲームであり、現代社会に希薄になりつつある

家族・師弟・先輩 等との年代を越えたコミュニケーション、地域社会での交流を楽 しめるものだと

信 じて日本の伝統文化である、囲碁の面白さを伝承して行きたい。



慾付資料3‐ll第六回忠臣蔵交流囲碁大会開催状況
今年度の忠臣蔵交流圏碁大会は 12月 6日 赤穂市文化会館にて開催され、棋力に応じて A,3,0,Dク ラスに分かれて

熱戦が繰 り広げられた。当大会は東備西播定住自立圏形成推進協議会の支援のもと、N‖Kの国碁番組 (囲碁フォーカ

ス)で も紹介され地方の国碁大会としての知名度も上がり、参加者が 200名規模の大会として定着 してきた。

特に、40社 を超える地場の会社 三商店・観光旅館・漁協 口備前焼窯元などから、多数の賞品を提供いただき大会を

盛 り上げて頂いている。最高齢参加者は 90歳、一方チビッ子の参加は 24名 、うち 4名は有段者で今後の活躍が楽

しみである。西は長崎県、東は千葉県からの参加者があり、今後観光を兼ねた参加者の増加を期待したい。

上位入賞者一覧表

Bク ラス (4段～ 2段 )

優勝 北川貴浩 8段 大阪市 藤田信夫 4段 赤穂市 難波徳和 2級 たつの 深美あや子 定亮介

準優勝 井土雄介 6段 姫路市 古池博司 2段 相生市 貴田洋司 3級 たつの 米村真紀 鎌 田雅彦

3位 西原 茂 5段 備前市 玉作乙香 3段 _ヒ君5町 福水雅史 2級 明石市 藤塚晴也

4位 沖 恵太 5段 神戸市 土屋一郎 4段 赤穂市 緒方靖子 初段 長崎市 他 6名

大会参加児童

2)大会成績

Aク ラス (五段以上) Cク ラス (初段～ 4級 ) Dク ラス (五級以下)

順 位 氏 名 段 市 町 氏 名 段 市 町 氏 名 級 市 町 全勝賞 3勝賞

3)こ の忠臣蔵交流囲碁大会に対して、40社を超える地元企業、商店、御崎観光旅館、漁業組合、備前焼他、多数の賞

品を提供頂き、参加賞、入賞賞品、謝礼他に充当させていただきました。この書面を借 りて厚く御礼申し上げます。

4)大会スナップ写真

入賞記念

一
〔
炎

チビッコ子健闘

冬



(添付書類 3‐2)こ ども囲碁教室活動状況

こども教室 活動状況 (H27年度 )

1.教室の実施期間

平成 27年 6月 21日 ～ 平成 28年 2月 7日 毎週 日H翌 日午前 10:00～ 11:30 延べ 30回開催

2.教室会場 :赤穂市民会館

3.受講者

小中学生 13名 、シルバー受講 9名

15.ク ラス編成

1 入門クラス 10名 、初級クラス 12名  合計 22名

4.指導目標  囲碁の習得を通じて、右脳の健全な発達を促 し、「考えて行動する落着いたこども」、
「負ける悔しさを経験した辛抱強い、キレないこども」を育てる。

日本の伝統文化である囲碁を、入門・初級 2ク ラスに分け囲碁を打つ楽しさを伝える。

入門クラス :初心者対象、囲碁のルールを理解し19路盤で打てるレベルになるまで指導

初級クラス :あ る程度囲碁を打てるこどもを対象に、上級レベルを目指して指導

5.指導実績

(1)

カリキュラム

(2)指導内容 (3)

回

数

(4)

日程入門クラス      1初 級クラス

① 開講式 父兄同伴 教室開催の趣旨、囲碁の生い立ち、対局マナーとエチ

ケット他囲碁に関する話題

1 平成 27年
6月 第 3日 曜

②

講座 と

実戦

指導

石をとる基本ルール     1石 を取る手筋、地所の とり方

9路盤での石取 リゲーム   1石 の攻め合い と布石について

石を取る手筋の基礎     1序 盤の戦い方

9 6月 第 4日 曜

8月 第 4日 曜
石笏 と切な 石の死活

地所のとり方、13路盤の打ち

方と実戦対局

申盤の戦い方

終盤の戦い方

θ θ月 第 ′日曜

10月 第 4日 曜
19路盤の打ち方の基礎、

攻め合いとコウ、置碁の基本定
石と序盤の打ち方、実戦対局

布石作戦

基本定石

石の形 と急所

10 11月 第 1日 曜

～平成 28年
1月 第 4日 曜

③ 修了式 仝員でこども囲碁・連碁対局 1 平成 28年
2月 7日

④ 大会 忠臣蔵交流囲碁大会にてチビッ子大会(Dクラス大会)開催 1 平成 27年 12月 6日

6.開催状況 (ス ナップ写真 )



(添付書類 2-0)

H27年度 イベント等事業収支決算書  (計画/実績)

1 期 間   平成 27年度  (平成 27年 5月 ～ 平成 28年 2月 )

2 収入の部                            (単 位 :円 )

※ 収入科目は、収入金額の種類 (自 己資金、他団体負担金、参加費等)に分けて、それノぞれ記入してください。

3 支出の部 (単位 :円 )

科 目 計画 実績 備 考

事業推進支援金 (ア ) 200,000円 200,000円 民間イベン ト事業支援金

チャンピオン大会 (A,B,Cクラス) 316,000円 2,000円 x158名 (除 くこども4名 )

画鯨 IDク
ラス大会 7,500円 1,500円 x5名 (除 くこども20名 )

各クラスこども参加料 12,000円 500fIx2a4

こども教室 (シルバー受講料 ) 13,000円 1,000円 x13カ月 (延べ
)

/7Jヽ 計 350,000円 348,500円

自己資金 |「≡専
交流

琴誉
会

菫年
度繰

警
金 2,524円

1協
賛金・寄付金 90,000円 企業 (タ テホ化学他)、 個人 5名

小   計 82,000円 92,524円

収 入 合 計 (イ ) 632,000円 641,024円

科 目 計画金額 実績金額 積算内訳

謝金 164,000円 164,000円 こども教室講師、事業協力謝金 (大石神社他)

宿泊費 5,000円 8,600円 関西棋院棋士 審判 2名

助
成

事務用品 (事務用品、教材費 他 )
42,500円 109,258円 文具費、自1刷費、囲碁テキス ト代他

対
象

通信費 (募集案内、事務連絡) 46,000円 23,400円 ハガキ、切手

詮
費 会場費 189,500円 164,608‐円 文化会館借用、会場設営費、対局設備借用

委託料 60,000円 60,000円 関西棋院棋士 審判委託 2名 (旅費含む)

/Jヽ 計 (ウ )
512,000円 529,866円 (ウ )

> (ア )

対
壺

昼食費、夕食費 90,000円 88,564円 予選大会昼食費、決勝大会夕食費

外
経

会議費 20,000円 10,440'円 大会打上

一費 謝礼他 10,000円 2,916√円 1務賛への謝ネL

小 計 120,000円 101,920H

支 出 合 計 632,000円 631,786円

次年度 繰越金 9,238円

合 計 (工 ) 632,000円 641,024円 (イ )(工 )

※ 収入と支出の合計は一致させてくださぃ。
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